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＜まとめ＞ 

 

 東北大学病院てんかんセンターでは、大学病院のメリットを活かして「診療・研究・教育」の三位一体での

活動を展開している。 

まず臨床面では、これまでの多診療科・多職種による連携をさらに強化し、とくにてんかん診療連携コーデ

ィネーター研修を受けたソーシャルワーカーらが入院患者の全例において社会資源の利用を促進させるととも

に、地域医療連携センターにおいて院内外の連携を強化すべく活動を展開した。 

研究面においては、てんかん科、脳神経外科、脳神経内科、高次機能障害科を中心に活発な臨床研究を展開

した。英語原著論文、国際学会活動もきわめて活発である。てんかん科が運営する株式会社 eMindとの「てん

かんスマート医療共同研究講座」は第 I期が 2025年 3月で終了するものの、2025年度以降は大塚製薬も新た

に加わっての第 II期３年が開始されることになった。工学部や大塚製薬株式会社、株式会社スピンセンシング

ファクトリーと連携している「先端スピントロニクス医療応用共同研究講座」も 2024年 3月で第 I期が終了し

たが、新たに 2025年 4月より第 II期３年が開始された。研究目的での外部資金の獲得も増えており、教員ス

タッフ以外の大学院生も含めての国際的活動が実現している。 

教育面で特筆すべきは、オンラインによる遠隔てんかん症例検討会の推進である。これによって全国に、新

たなてんかん専門医を取得し、また新たなてんかんセンターが誕生することになった。 

以上の活動の詳細を以下の目次にしたがって解説する。 
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１．2024 年度てんかん診療医療連携拠点協議会委員名簿 
  氏名 所属先 

1 中里 信和 
東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 教授（日本てんかん学会専門医・指導

医，日本脳神経外科学会専門医） 

2 遠藤 英徳 
東北大学大学院医学系研究科神経外科学分野 教授（日本脳神経外科学会専門医，日

本脳神経血管内治療学会専門医・指導医，日本脳卒中学会専門医・指導医） 

3 青木 正志 東北大学大学院医学系研究科神経内科学分野 教授（日本神経学会専門医） 

4 菊池 敦生 
東北大学大学院医学系研究科小児病態学分野 教授（日本小児科学会専門医・指導

医，日本小児神経学会専門医，日本人類遺伝学会臨床遺伝専門医） 

5 富田 博秋 東北大学大学院医学系研究科精神神経学分野 教授 

6 高瀬 圭 東北大学大学院医学系研究科放射線診断学分野 教授（日本医学放射線学会専門医） 

7 三木 俊 東北大学病院生理検査センター 診療技術部生理検査部門長 

8 浦山 美輪 東北大学病院 看護部長 

9 神 一敬 
東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 准教授（日本てんかん学会専門医・指

導医，日本神経学会専門医） 

10 小川 舞美 
東北大学大学院医学系研究科てんかんスマート医療共同研究講座 助教（公認心理

師） 

11 末永 洋子 東北大学病院事務部次長兼地域医療連携課長 



12 根本 直美 
東北大学病院地域医療連携センター ソーシャルワーク部門（社会福祉士・精神保健

福祉士） 

13 本庄谷 奈央 
東北大学病院地域医療連携センター  ソーシャルワーク部門 てんかん診療支援コー

ディネーター（精神保健福祉士） 

14 上埜 高志 
東北福祉大学総合福祉学部社会福祉学科 教授（精神保健指定医，日本精神神経学会

専門医・指導医） 

15 萩野谷 和裕 
宮城県立こども病院 副院長（日本てんかん学会専門医・指導医，日本小児神経学会

専門医） 

16 北村 太郎 
仙台市立病院小児科 医長（日本小児神経学会専門医，日本小児科学会専門医・指導

医） 

17 角藤 芳久 宮城県立精神医療センター 院長（精神保健指定医） 

18 村上 靖 宮城県保健福祉部精神保健推進室 室長 

19 鶴若 美亜 宮城県保健福祉部精神保健推進室 技術主幹（精神保健推進班長） 

20 小原 聡子 宮城県精神保健福祉センター 所長 

21 大村 悠子 仙台市保健所太白支所 障害高齢課 地域支援係長 

22 萩原せつ子 日本てんかん協会宮城県支部 事務局長（てんかん患者の家族） 

２．2024 年度の代表的活動 
 

開催日 名称 研修内容 

4月 15日 
第 155回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔

会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 

5月 18日 
第 156回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔

会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 

5月 18日 
てんかん包括医療東

北研究会 

てんかん診療に関わる東北地方の医師及び医療関係者を対象として，獨

協大学小児科教授の白石秀明先生他２名の講演。 

6月 8日 
東北なるほどてんか

んゼミナール 

てんかん診療に関わる東北地方の医師及び医療関係者を対象として、て

んかん診療の基本について５名の医師による講演および総合ディスカッ

ション。 

6月 17日 
第 157回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔

会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 

7月 20日 
日本てんかん学会東

北地方会 

東北 6県の医療者を対象とした学術大会。今回の大会長は、弘前大学脳

神経外科の斉藤敦志教授。特別講演として、日本てんかん学会理事長・

自治医科大学病院長の川合謙介先生。 

7月 20日 
東北てんかんフォー

ラム 

てんかん診療に関わる東北地方の医師及び医療関係者を対象として、

「治療可能な代謝性てんかん」をテーマに、自治医科大学小児科教授の

小坂仁先生が講演。 

8月 3日 
第 158回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔

会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 

8月 19日 
第 159回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔

会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 

9月 28日 
第 160回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔

会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 

10月 15日 てんかんセミナー 
宮城県内の非てんかん専門医を対象とした新規抗てんかん発作薬に関す

るウエブセミナー 

10月 21日 
第 161回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔

会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 



10月 22日 

宮城県教育庁保健体

育安全課での講演

（※） 

宮城県内の養護教諭を対象としたてんかんの基礎知識ならびに発作時対

応に関する最新情報についての講演ならびに実技指導。講師は中里教

授。 

11月 23日 
第 162回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔

会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 

12月 13日 
CrossTalk 2024 in 

Tohoku 

東北 6県の医療者を対象として、てんかん・片頭痛・中枢神経系疼痛と

いう３疾患をテーマに、最新トピックスを紹介しあい、これらに共通し

た問題やその解決策を模索する討論会。 

12月 16日 
第 163回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔

会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 

1月 11日 
第 164回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔

会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 

1月 11日 
東北てんかんフォー

ラム 

てんかん診療に関わる東北地方の医師及び医療関係者を対象として、県

外から講師を招いての講演会。 

1月 28日 
てんかん研修「知っ

て安心、てんかん」 

てんかん患者に関わる医療者、支援者を対象として県内外へのウエブに

よる講演会。講師は中里教授と本庄谷コーディネータ 

2月 3日 
第 165回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔

会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 

3月 15日 
てんかん包括医療東

北研究会 

てんかん診療に関わる東北地方の医師及び医療関係者を対象として、国

立循環器病センター脳神経内科の田中智貴先生による講演会。 

3月 15日 
第 166回東北大学て

んかん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔

会議システムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 

3月 20日 パープルデー宮城 
てんかん啓発の国際的イベント「パープルデー（3月 26日）」を前

に、エフエム仙台などのメディアを活用したイベントを開催。 

 

上記の年間活動のうち、今年度に新たに実施した特

筆すべき活動の詳細は以下の通り。 

 

（１）宮城県教育庁保健体育安全課による研修会での

講演（10月 22日） 

毎年、宮城県教育庁保健体育安全課では、宮城県内

の教員、とくに養護教諭を中心とした教諭を対象とし

て勉強会を開催している。今年度のテーマとしては

「てんかん」が取り上げられ、その基礎知識ならびに

発作時対応に関する最新情報についての講演依頼があ

った。中里信和教授が講師をつとめた。 

参加者は 124名であり、全員に事前アンケートを実

施し、講義において聞きたいことや、発作時対応への

理解を確認しておいたため、参加者の期待に応えられ

る形での準備ができ、講演後の満足度もきわめて高い

ものであった。 

 

（２）東北大学病院「てんかん研修『知って安心、て

んかん』」（1月 28日） 

てんかん患者に関わる医療者、支援者を対象として

県内外への完全ウエブによる講演会を実施した。講師



は中里信和教授と本庄谷奈央コーディネータ。事前申し込みを実施したところ定員の 200名はすぐに満杯にな

り、後日、期間を限ってのウエブ配信も実施することになった。 

終了後、このような講演会をさらに開催して欲しいとの要望が多く寄せられたため、今後も継続して実施す

る方向で検討中である。 

 

３．東北大学病院広報誌「Hesso」2 月号での特集 
 広報誌「Hesso」は、東北大学病院のさまざまな診療科が毎月、交替で執筆しており、親しみ安い内容から、

2023年度には日本グッドデザイン賞を獲得している。２月号の特集は「てんかん」であり、表紙のカラーには

啓発活動の色「パープル」が選ばれた。 

 

 
 

 



４．役者が演じる「てんかん発作ビデオ」の動画配信 
 役者が演ずる９種類の発作ビデオを東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野の中里信和教授、神一敬准

教授、柿坂庸介講師の３名が監修して作成し、株式会社ユーシービージャパンがｄ2014年より CD版として全

国に無料で配布していた。その後、藤川真由助教の協力も得て英語版も作成され、続いてインドネシア語や、

台湾語による字幕付きの版とあわせての世界各地で普及が進んでいた。 

 この発作ビデオ集については、以前から動画配信サイトでの公開への要望が高かった。しかし、動画の配信

によって疾患への偏見や誤解がかえって助長されるのではないかとの懸念もあり、実現してはいなかった。こ

れに対して、日本てんかん学会の国際担当委員会からは、動画配信に対する要望を出していた。 

そこで、あらためて株式会社ユーシービージャパンとも協議を重ねた結果、国際抗てんかん連盟の新分類に

準拠した形で修正が行われ、最初の作成から 10年を経た 2025年 3月より、YouTubeでの公開が実施されるこ

とになった。 
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